
49　1．Vivadoプロジェクトの変更点
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特集 FFTはFPGA，波形描画はOpenCV

第6章 オーディオ入力信号のリアルタイムFFT処理に挑戦！

定番ボードZYBOで動かす 
オーディオ・スペアナの製作

岩田 利王 Toshio Iwata

　ここまで解説してきたFFTを使って，何かアプリケーションを作ってみましょう．評価ボードZYBOにはオーディ
オ入力機能と画面表示機能があるので，入力されたオーディオ信号をリアルタイムにFFTして，スペクトル・アナ
ライザ風に画面に表示してみるシステムを構築してみます．リアルタイムFFT処理はPL部に，グラフィックス表示
はPS部に処理させた“いいとこどり”システムの構築事例は，他のアプリケーションにも応用が利くはずです．

ライン入力からの音声をリアルタイムにFFTしてみる
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図1　オーディオ・コーデックからの音声をPL部でFFTしPS部で描画

写真1　入力オーディオをスペアナ風にグラフ表示

1KHzの矩形波のスペクトル1KHzの矩形波のスペクトル

OpenCVの関数で描画するOpenCVの関数で描画する
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ZynqのPL部で計算したFFTの
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別のパソコンでWAVEファイル
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入力）に接続
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　第5章まではZynqのPS部からのテスト・データを
FFTに入力していました．本章では図1のように，
ライン入力（青色ジャック） から入力した音声をFFT
してみましょう．
　ZYBOにはSSM2603CPZというオーディオ・コー
デックが搭載されており，ライン入力からの信号を
A-D変換できます．データはシリアルでPL部に入力
されるので，PL部でシリアルからパラレルに変換し，
FFTを施してPS部に送り，スペアナ風にグラフ表示
します（写真1）．

1．Vivadoプロジェクトの変更点

● リアルタイム版FFTのHDLを追加する
　第3章で使ったVivadoプロジェクトに変更を加え
ますが，その手順は第4章と同じです．第4章の図14
のようにSoucesからHirarchyタブを選択し，Design 


